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■計画期間 ・基本構想 平成 28(2016)年度から令和 7(2025)年度 

・前期基本計画 平成 28(2016) 年度から令和 2(2020)年度 

・後期基本計画 令和 3(2021)年度から令和 7(2025)年度 

■将来像 

（ビジョン） 
私が 暮らしつづけたいまち 朝霞 

■基本概念 

（コンセプト） 

・安全・安心なまち 

・子育てがしやすいまち 

・つながりのある元気なまち 

・自然・環境に恵まれたまち 

■公共交通の 

位置づけ 

○道路交通における目指す姿    ( 第 5 次朝霞市総合計画後期基本計画 102 頁参照)  

・道路、橋梁が整備されて適切な維持管理がなされ、子どもから高齢者までの

誰もが安全で快適に道路を利用できるまちを目指す 

・市内の公共交通を多くの市民が快適に利用できるまちを目指す 
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■計画期間 平成 17(2005)年から令和 7( 2025)年 

策定：平成 17(2005)年 見直し改訂：平成 28(2016)年  

修正：平成 30(2018)年 

■将来都市構

造 

・都市構造の構成要素として、行政サービスや医療・福祉、商業・文化などの都

市機能の集積や自然環境の保全の核となる「拠点」、将来像の基本概念の実現に

向けたまちづくりに先導的に取り組む「地区」、市内及び隣接都市との交通及び

自然環境の骨格を形成する「都市軸」、都市的土地利用及び自然的土地利用の区

分や地域特性を生かした土地利用方針を表す「ゾーン」をそれぞれ設定 

■公共交通の 

位置づけ 

○道路交通分野           （朝霞市都市計画マスタープラン 63頁参照） 

・本市全体における公共交通、自動車、自転車、徒歩などの各交通手段が適切に

役割分担された交通体系の確立を目指し、道路・交通施設を総合的・一体的に配

置し、整備を進める 

・道路・交通施設は、安全で快適な歩行者空間の形成を図るとともに、望ましい

道路規模と配置間隔に配慮しつつ、円滑な都市活動の確保と良好な都市環境を保

持し、都市内の骨格軸を形成するよう整備する 
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■計画期間 令和元( 2019)年度から令和 10( 2028)年度 

■目指すべき姿

（基本目標） 市民生活と調和し 豊かな暮らしを実現する あさか産業の振興 

■施策の方向性 1 暮らしにマッチした生活環境の創造 

2 安心・安全な市民生活を支える産業の活性化 

3 社会環境の変化に呼応した新たな産業の創出と育成 

4 市民に身近なあさか都市農業の確立 

5 産業人材・産業基盤を強化する総合的な支援の充実 

■公共交通等に

係る施策 

○あさかにマッチした企業誘致と産業集積の推進  ( 朝霞市産業振興基本計画 55 頁参照)  

交通利便性の向上を推進し、朝霞市都市計画マスタープランと整合性を図り

つつ、関係機関と連携し、一般国道 254号和光富士見バイパス周辺等での低未

利用地の有効活用や土地区画整理事業等の支援や検討を行い、本市の特性に

マッチした企業誘致を進め、事業所の増加を図る取組を推進 
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■計画期間 令和 3(2021) 年度から令和 7( 2025) 年度 

■基本理念 支え合いの心を育み、誰もが地域でつながるまち 

■基本目標 1 市民の暮らしを支える仕組みづくり 

2 思いやりと支え合いの心づくり 

3 安心で暮らしやすい地域づくり 

■公共交通等に

係る施策 

○外出・移動の支援        ( 第 4 期朝霞市地域福祉計画 104頁参照)  

障害のある人や高齢者など外出に困難を感じる人、また自宅付近に坂が多い、

公共交通がないなどといった外出に困難な地域では、買い物、通院、通学、通

勤などに不便が生じている人もいることから、市内循環バスの利便性の向上、

自転車駐車場の整備に努め、公共交通をはじめとする移動手段と安全な移動環

境の確保ができるまちを目指す。 
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■計画期間 令和元( 2019)年度から令和 10( 2028)年度 

■みちづくりの

基本視点 

基本視点 1：安全で快適なみちづくり 

基本視点 2：選択と集中によるみちづくり 

■目標 ・安全で快適な移動空間の確保 

・防災・減災機能の強化 

・まちのにぎわいの創出 

・生活・交通環境に配慮した住みやすいまちの形成 

・効果的かつ効率的なみちづくり 

■優先整備路線 限られた財源の中で効率的・効果的に道路の整備を進めるために、整備優先度

の考え方をまとめ、都市計画道路※以外の市道について優先的に整備すべき路

線を選定 

  


